
 令和２年７月 1日     ボランティアセンター通信        121号 （１） （４） 121号        ボランティアセンター通信     令和２年７月 1日 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ます。 

他市の社協職員や活動者とも交流でき、

今後、他地域の方とコラボのふくらみの

きっかけもできました。 

○谷口さん＝体験コーナーでの手遊びの

実演はよい頭の体操になりました。何度

か参加していますが、この時に会える顔

なじみとの再会や他市町村社協の職員

との交流も楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

手遊びを楽しむ谷口さん 
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上記の QR コードを携帯電話

やスマホ等から読み取ると、

本会の各 SNS ページにつなが

ります。 

ホームページ   ツイッター  インスタグラム   ＦＢ 

 

※本紙中「社協」は寝屋川市社会福祉協議会、「Ｖ」はボランティアのことです 

活動中、万が一の事故に備えての

安心な保険をご紹介！ 

国内でのボランティア活動中に 

② ボランティア自身がケガをし、

死亡・入院・通院などした時（障

害補償） 

②他人の身体や財物に損害を与

え、法律上の賠償責任を負った

時に（賠償責任補償） 

・・・が受けられます。 

※有償活動、自助活動、危険度の高

い活動は対象外です。 

保証期間は４月 1 日から翌年３

月 31日まで(年度途中からの加入 

            

 ４月 7日に出された『新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言』によ

り、ボランティアセンターの関連事業が休止。これからは新しい生活様

式のもとでの活動が予測されます。今回は「特別編集」として、ボラン

ティアセンター活動の一部と新型コロナウイルス感染症の関連記事を

主に取り上げます。 
は申込の翌日から３月 31日まで)。 

保険料は 1名につき年間  

Ａプラン 300 円             

Ｂプラン 500円 

Ｃプラン 600円（天災危険補償特約） 

加入手続きは、寝屋川市社会福祉協

議会 地域福祉課窓口にて、所定の申

込用紙に記入の上、保険料とともにご

提出ください 

月～金９：00～17：00（土日祝日は休み） 

※新型コロナウイルス感染症に対し

ても２月１日に遡及して保証される

ことになりました。 

お問い合わせ：�����������072-838-0400 
 

 新型コロナウイルス感染症渦中にあっても、季節は百花か

ら新緑に移ろい、夏の日差しを感じる頃になりました。 

 ここ数ヶ月変則な日々が続きましたが・・・１日も早い終

息を心より祈念しつつ本号は「特別編集」でお届けします。 

 ほんの少しの「和み」を願いつつ。      （智子） 

ボランティアセンター 

令和２年２月５日、大阪府社会福祉協議

会で開かれた「令和元年度大阪府市町村ボ

ランティア連絡会研修交流会」に登録ボラ

ンティアグループ連絡会 森田正信会長

（すみれの会）、土佐美佳さん（寝屋川市視

覚部会）、谷口豊基さん（百楽の会 北河内

センター）と深澤里英事務局担当が参加し

ました。 

参加者の感想 

○森田さん＝高石、藤井寺、摂津、泉大津 

各市の活動発表がありました。私も手作 

り体験コーナーでコースターを作りま 

した。 

○土佐さん＝今回初めて参加しました。ま

ず年齢層、活動内容、幅の広さに驚き、

改めて大阪府の広さを感じました。それ

ぞれの方が自分でできることを見つけ

て活動される様子は生き生きとしてい

 

 

ボランティアセンターでは市内の学校

や企業などを対象に「福祉教育」支援をし

ています。 

 今年度も、新型コロナウイルス渦中には

ありますが細心の注意のもと、調整、実施

を予定しています。 

 主な指導は、当センター登録団体「うら

しまさん」と校区福祉委員会のボランティ

ア部会員などです。 

福祉教育： 

高齢者擬似体験・アイマスク体験・車いす

体験・点字関連体験など、主に身体の不自

由な体験を通して、相手の立場に立って考 

 

 

 

 

 

 

える力をつけることや思いやりについて

学ぶことを目的にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点字ブロックについて説明する 

「うらしまさん」＝市内小学校で 

http://www.neyagawa-shakyo.or.jp/
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こんなときだからこそ、人にやさしくありたい 

こんなときだからこそ、がまんできるつよい人間になりたい 

こんなときだからこそ、評論家でなく、前向きに行動できる人間になりたい 

こんなときだからこそ、今まで当たり前であったものに感謝したい 

こんなときだからこそ、人とつながれる人間でありたい 

こんなときだからこそ、生きている「今」の一瞬をたいせつにしたい 

こんなときだからこそ、自分の弱さに向き合いたい 

こんなときだからこそ、家族を大切にしたい 

こんなときだからこそ、自分も大切にしたい 

こんなときだからこそ、人間の尊厳を示したい 

こんなときだからこそ、しっかりとものを考えられる人間になりたい 

こんなときだからこそ、しっかりと未来を考えたい 

こんなときだからこそ、 ・・・・・・・ 

さて、あなたはどんな言葉を入れますか？ 

コロナに負けずがんばろう!! ～癒やしのアルバム～ 

こんなときだからこそ 

 

感動のはなし 

肢帯型筋ジストロフィーと診断された

女性は、 27歳で療養所に入院しました 。 

以来 47年、今は 74歳になります。体は

少しずつ確実に動かなくなっている。そ

れでも「こころは自由自在」と病棟の自治

会役員を務め患者仲間を励ます。 

世界が危機に直面している今。生きる

事の意味を教えてくれる。 

肢帯筋ジストロフィーは、骨格筋が侵

され、運動機能が失われていく疾患。 

未知の感染症の拡大は、ともすれば自

分さえよければというエゴを生み、人々

 

を分断しかねない。 

病気の苦痛は治療や薬で和らげるこ

とができても、生きる勇気や希望は、励

ましでしか生み出せない。 

彼女も病状は確実に進行している「だ

んだんできないことが増えていく。それ

でも、人のために動けば、気持ちが明る

くなるんです。今は出会った人との縁を

大切にしたい」。 

できない！を嘆くより ！できる！をた

のしみたい 

 

これからの「ボランティアセンター室の利用について」 

○密閉、密集、密接にならないよう十分配慮願います 

○マスクの着用、手指の消毒、部屋の換気をしてください 

そして、 

■発熱時や体調不良の時は活動を控えてください 

■使用後は後日付、机の拭き掃除を。また、忘れ物のないようご

留意ください 

■マスク、消毒剤は各自ご準備ください 

■「ボランティアセンター室利用報告書」（↓）のご記入、提 

出をお願いします 

 

感染症予防のため、ご理解と 

ご協力をお願いします～ 

 
 

Ｖセンターにも掲示しています 

集めてみました・・・ 

やさしい写真 


